
 
学校 HP はこちら☟ 

２１ 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

避難訓練を終えた後、教室での振り返りとして、ある 

クラスでは絵本『ゆずちゃん』（ポプラ社）を使った読 

み聞かせが行われました。 

子どもたちと同じように、保護者の皆様にも命の大切さ 

について考えていただくきっかけとして、手に取ってい 

ただけましたら幸いです。 

≪学級通信より一部抜粋≫ 

 この絵本は、小学生のたいち君の目線で、阪神淡路大震災でかけがえのない命と大きな夢を

奪われたゆずちゃんという同級生の女の子のことが語られています。みんな真剣に聞いてくれ

ていました。たいち君とゆずちゃんのやり取りが、自分たちの日常にもありそうな感じで、二人

を身近に感じたのかもしれません。自然災害は、いつ起こるかわからない、「バイバイ、また明日

ね。」と言って別れた友だちと明日会えるのが決して当たり前ではなく、奇跡のようなこと。だか

らこそ、隣にいる友だちを大切にしよう、家族を大切にしよう、そばにいてくれることに感謝して

毎日を生きようと、私の思いを伝えました。 

学校教育目標 
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 1995 年 1 月 17 日 午前 5 時 46 分 

 阪神淡路大震災が発生し、私たちの大切なものを数多く奪っていきました。 

 今年も、震災で亡くなられた方を追悼するとともに、震災で培われた「きずな・支え合う心」「やさしさ・

思いやり」の大切さを次世代へ語りついでいくため、神戸市中央区の東遊園地で「阪神淡路大震災 １．１７

のつどい」が行われました。（下記朝日新聞 1 月 18 日朝刊参照） 

 桜井谷小学校でも毎年この時期にあわせて「地震」の避難訓練を行っています。学校は『考えられる災害を

想定し、その災害に対応した避難場所の想定と具体的な方法を共有し、その訓練をしておくこと』、『避難訓練

は子ども自ら判断・行動する能力の向上を意識し、教職員と認識を共有しつつ、全体として主体的に動くこと

のできる訓練であることが大切』だと考えています。一般的に学校での避難訓練は教員が先頭に立って指示す

る「集団行動」型訓練になりがちですが、管理・誘導のみを意識し、子どもを指示の対象・受け身の立場に置

くやり方では災害時に主体的に動くことのできる子どもは育ちません。子どもが自ら判断し・行動する能力を

身に付けるためには、教職員と子どもが、起こり得る具体的事態や避難の意味・あり方を共有しつつ、訓練を

実施することが特に大切だと考え、今回の避難訓練も事前に地震が起きた時、自分はどうしなければならない

のかを様々な場合を考えてイメージしてから臨みました。 

 ６５６名の子どもたちの大切な『いのち』をお預かりしていることを改めて意識し、日々の取り組みを進め

ていきたいと思います。 

 

  

豊中市では１月１７日を「防災とボランティアの日」、１月

１５日～１月２１日を「防災とボランティア週間」として様々

な取り組みをしています。 

その取り組みの一つとして、豊中市が備蓄している非常用

保存食（右の写真）を毎年６年生児童に配っています。わか

めご飯と一緒に配られているお手紙を次項に掲載してます。

６年生以外のご家庭の皆さまもぜひご一読ください。 

朝
日
新
聞 

１
月
１
８
日
（
日
）
朝
刊
よ
り 

『１９９５ つむぐ １．１７』 

「つむぐ」には震災を知らない世代が増える中、当時の記憶や教訓を誰かと 

分かち合いながら、未来につないでいくという思いが込められています。 

 

◆ 避 難 訓 練 を 終 え て・・・◆ 
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